
(単位　円)　

１　営 業 収 益

（１） 下水道使用料 258,527,150

（２） その他営業収益 34,590,991 293,118,141

２　営 業 費 用

（１） 管路費 14,019,413

（２） ポンプ場費 8,173,253

（３） 処理場費 270,638,437

（４） 普及促進費 3,817,680

（５） 業務費 11,454,120

（６） 総係費 52,300,677

（７） 減価償却費 667,259,106

（８） 資産減耗費 1,038,479 1,028,701,165

　　 営 業 利 益 △ 735,583,024

３　営 業 外 収 益

（１） 受取利息及び配当金 4,265

（２） 他会計補助金 600,000,000

（３） 長期前受金戻入 342,901,288

（４） 雑収益 81,850 942,987,403

４　営 業 外 費 用

（１） 支払利息及び企業債取扱諸費 92,080,452

（２） 雑支出 0 92,080,452 850,906,951
　　 経 常 利 益 115,323,927

５　特別損失

（１） 過年度損益修正損 1,408 1,408

　　当年度純利益 115,322,519

　　前年度繰越利益剰余金 23,626,726

　　その他未処分利益剰余金変動額 548,657,584

　　当年度未処分利益剰余金 687,606,829

令和５年度  葉山町下水道事業会計　損益計算書

(令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで)

 

損益計算書（P/L︓Profit and Loss statement）の解説

○『損益計算書』とは・・・︖
  １事業年度の経営成績を明らかにするために、その期間中に得たすべての収益
  とこれに対応するすべての費用を記載した報告書です。

○『損益計算書』から分かることは・・・︖
  どんな経営活動によってどれだけの経営成績を上げたかを知り、それに基づい
  て過去の経営を分析し、将来の方針を立てることが可能となります。

（ア）

（イ）

①営業利益
 本業による利益
通常の業務活動の損益の結果
が表示されます。

②経常利益
 経営努力の成果を示す利益

③当年度純利益
 最終的な利益
１年間のすべての損益の結果
が表示されます。

通常の業務活動に関する損益
に加えて、資金調達等に関す
る損益の結果が表示されます。

３つの段階で利益を把握 

利益 ＝ 収益 － 費用 

繰越利益剰余金・当年度純利益を取り崩した場合に、
その他未処分利益剰余金変動額に計上します。

（エ）

（ウ）=（ア）－（イ）

（カ）=（エ）－（オ）
（キ）=（ウ）+（カ）

（ク）

（シ）
 ＝（ケ）+（コ）＋（サ）

（ケ）=（キ）－ （ク）

（サ）

（オ）

（コ）
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